
亘
八

表
中
其
他
ハ
『
リ
キ
ユ
ル
、
オ
・
ル
タ
ム
⇔
ジ
ン
」
等
ナ
リ

宮
城
縣
昌
造
石
ナ
キ
ハ
醸
造
者
自
己
ノ
都
合
⇒
由
り
醸
造
セ
ザ
ル
畠
因
レ
リ

，

．

へ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
醤
　
　
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

醤
油
ハ
本
邦
コ
ア
リ
テ
ハ
關
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
日
用
製
造
品
ノ
重
モ
＋
ル
モ
ノ
・
シ
テ
経
濟
統
計
⇒
於

テ
ハ
其
需
用
ノ
量
数
ハ
勿
論
其
原
料
ノ
沿
費
高
、
製
造
場
歎
、
製
造
人
及
ビ
製
造
高
チ
知
悉
ス
ル
コ
ト
必

要
ナ
リ
然
リ
ト
錐
斥
從
來
之
チ
調
査
ス
ル
ノ
途
ナ
ク
シ
テ
其
概
数
チ
モ
知
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
シ
ガ
明

治
十
入
年
五
月
入
日
ノ
布
告
チ
以
テ
醤
油
製
造
ノ
税
則
ノ
制
定
ア
リ
其
七
月
一
日
ヨ
リ
之
チ
實
施
ゼ

ラ
レ
タ
ル
チ
以
テ
妓
自
創
メ
テ
明
治
十
八
年
度
⇒
於
ケ
ル
全
國
醤
油
ノ
製
造
場
同
螢
業
人
及
ビ
造
石

高
チ
知
ル
チ
得
タ
リ
但
ヲ
東
京
府
管
轄
伊
豆
七
島
小
笠
原
島
及
ピ
函
館
、
札
幌
、
根
室
、
沖
縄
ノ
四
縣
ハ
該

税
則
チ
施
行
ゼ
ラ
レ
ザ
ル
チ
以
テ
之
チ
悶
ク
次
ノ
菓
乎
螢
業
人
員
表
モ
亦
同
一
ジ

第
六
十
五

醤
　
油
　
製
　
造

明
治
十
八
年
度
（
九
ケ
月
間
）

府
　
縣

　
　
　
　
　
．
製
造
場
　
螢
業
人
　
造
石
高

府
　
縣

　
　
　
　
　
一
製
造
場
　
螢
業
人
　
造
石
高

府
　
縣

　
　
　
　
　
・
製
造
場
　
螢
業
人
　
造
石
高
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
1
　
－
　
1
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
　
　
五
一
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
＝
一
、
二
九
二

　
1
　
　
　
　
　
‘
　
　
F
《
」
ー
1
－
　
　
－
ー
ト
山
　
　
梨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
　
　
　
ー
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
一
〇
七
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
　
三
、
七
九
一

岡
　
　
山

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
1
1
1
　
－
　
－
1
　
　
　
ー
ー
、
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
L
　
l
I
　
、
｜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
　
七
内
九
　
　
　
　
七
五
ニ
　
　
ニ
九
、
一
内
一

京
　
　
都

一
三
九
一
　
　
ニ
ニ
九
　
三
、
八
莞

滋
　
　
賀

三
七
五
　
　
　
　
　
三
七
五
　
　
　
一
六
、
一
六
八

廣
　
　
島
，

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
内
七
八
［
　
内
七
七
　
逗
、
一
三

大
　
　
阪

　
　
｝
二
九
五
　
　
　
　
　
二
九
四
　
　
　
一
九
、
三
二
八
　
　
　
　
声

岐
　
　
阜

二
四
〇
　
　
　
　
ニ
ニ
七
　
　
　
五
、
四
五
五

山
　
　
　
口

紳
奈
川

三
四
四
　
　
　
　
　
三
四
一
　
　
　
二
一
、
五
〇
七

長
　
　
野

三
一
九
　
　
　
　
　
三
一
四
　
　
　
一
〇
、
二
八
四

和
歌
山

　
　
…
二
。
三
　
　
二
。
内
　
一
。
、
三
七

兵
　
　
庫

宮
　
　
城

四
二
二
　
　
　
　
　
四
二
C
　
　
　
　
八
、
九
〇
三

徳
　
　
島

一
四
七
　
　
　
　
　
一
四
六
　
　
　
三
、
玉
一
九
　
　
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

長
　
　
崎

二
一
九
　
　
　
　
　
二
一
九
　
　
　
　
三
、
八
四
四

幅
　
　
島

愛
　
　
媛

一
』
翌
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

’

・

！

込．，

静愛三　栃茨千群埼新

岡知重木城葉馬玉潟

内　　四　　二　　二　　六　　七　　一　　二　四
八　　五　　九　　五　　五　　四　　三　　八　　一
ｪ　　　八　　　八　　　八　　　〇　　　ニ　　　ニ　　　七　　　七

　　　cﾚ巴；・豆苔芝三天竺八　　　〇　　　八　　　八　　　二　　　五　　　★　　　七　　　七

　　　　一r，馳一」鼈黶E・．｛一一一・一一一w－『

一　　ニ　　ー　　一　　二　　×　　　　　一　　一
ｵ　　内　　二　　三　　七　　一　　九　　九　　〇・　　　　、　　　　、　　　　・　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、　　　　、

l　　　八　　　一　　　六　　　五　　　〇　　　五　　　五　　　七一　　〇　　三　　七　　一　　…五　　八　　二　　九

八　　九　　五　　一　　一　　六　　一　　五　　七

島鳥富石稲秋山青岩・
E

●

根取山川井田形森手

　　　　’@　　　　　　　、b三三きる三；八元九　　　二　　　六　　　〇　　　i丘　　『四　　三　　　五　　　八　　　　　　　　一　　　　一

巴三三；三豆；　八；九　　ニ　　ー　　五　　五　　三　　ご　　五　　四

　　　　　　・一『
一

套き套三套三套蓑元豆R巴芙き2苫発二

総　i鹿宮熊佐i大幅高
見

計　：島崎本賀分岡知

輔
三

式　　　　　　　一　一　二　村
八　　　　　四　　七　　　八　　　二　　　八　　五　　　内

ご　　　　七　　ニ　　ー　　一　　三　　九　　三
　　　・　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一　　　　　　　　　　　＿　　一一←．一　　・　一一｝一　．　　一
鼈黶

@令
一　‘
三　　i

ﾜ　　　　　　　一　一　二　内

五　　　‘

七　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
n　　　l　一　　　二　　　八　　　二　　　八　　　八

ｸ　’夫　三　三　五　δ　丙　五
　九　　　七　’三　　力’九　　一　　一　　七
P　五　　、　四　　三　　五　　七　　四　　六　　〇

　
　
　
　
　
　
　
　
菓
　

子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜

菓
子
ハ
全
國
到
ル
所
ト
㌢
テ
需
用
ゼ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
而
㌢
テ
近
來
倍
々
其
需
用
チ
増
加
シ
随
テ
供
紛
者

ノ
増
加
セ
ル
モ
亦
幾
何
ナ
ル
チ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
已
デ
⇒
第
五
統
計
年
鑑
中
地
方
税
ノ
調
昌
援
レ
ル
商

買
表
＝
於
テ
其
全
國
ノ
販
貰
者
チ
卸
喪
、
仲
買
、
小
費
昌
彊
別
シ
テ
表
出
ゼ
V
ト
錐
疋
該
表
二
於
テ
ハ
説

明
セ
ル
ガ
如
ク
地
方
課
税
・
方
法
一
様
ナ
ラ
ズ
爲
メ
⊃
醗
漏
チ
免
カ
レ
ズ
シ
テ
唯
其
一
斑
チ
見
ル
エ

過
キ
ザ
リ
㌢
ガ
明
治
十
八
年
五
月
八
日
ノ
布
告
チ
以
テ
菓
子
税
則
ノ
制
定
ア
リ
其
七
月
ヨ
リ
之
チ
實
、

施
セ
〉
レ
タ
ル
昌
因
リ
鼓
埠
其
螢
業
人
員
チ
詳
力
昌
ス
ル
チ
得
タ
リ
因
テ
之
チ
左
⇒
表
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

笙
へ
＋
六

菓
子
螢
業
人
員

1東‘府

京　縣
一

三　製
一▲

芙　造
　
卸
三

天V貰
・’一

八　小

墾賓
京　府

都　縣

元　製

2　造
‥→．一一一＾－w一一A

一1卸
巴i貰‘

工
業
及
賃
銭

三
、
五
八
一
二

府
縣
大
阪

明
治
十
八
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
べ

製
造
卸
費
小
費

・
、
内
七
三

　
　
一

一
五
允

五
二
碗
§
⊥


